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全
国
統
一
防
火
標
語　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
ご
利
用
を

水
道
量
水
器
交
換

の
お
知
ら
せ
！

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
８

年
ご
と
に
水
道
量
水
器
を
交
換
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
量
水
器
交
換
の
た

め
に
市
で
依
頼
し
た
指
定
給
水
工
事

業
者
が
、
宅
地
内
に
入
り
作
業
を
行

う
際
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
水
量
に
つ
い
て
は
、

次
回
の
検
針
時
に
、
交
換
前
と
交
換

後
の
量
水
器
の
検
針
水
量
分
を
合
算

し
て
算
出
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
11
月
１
日
㈰
～
30
日

　

㈪
▼
実
施
戸
数
＝
９
０
０
戸
（
旧
伊
奈

　

地
区
）
※
該
当
世
帯
へ
は
、
別
途

　

通
知
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

　
　

水
道
課　

☎
52
‐
６
１
０
０

問

　
受
付
時
間

　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
（
※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
助
成
額

　
　

1
万
7
０
０
０
円

　
提
出
先

　

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　

・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課

　
対
象
者

　
　

満
年
齢
40
歳
以
上（
検
査
当
日
）

　

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
た
だ

　

し
次
の
方
は
助
成
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方

　

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
方

　
定
員

　
　

先
着
60
人
ま
で

　
申
込
方
法

　
　

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
ま
た
は

　

谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
、
検

　

診
料
助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
後
、
助
成
金
受
給
者
証
を

　

郵
送
し
ま
す
。

　
注
意
事
項

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る
方

は
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
一
方

の
み
と
な
り
ま
す
。

実
施
医
療
機
関

牛
久
愛
和
総
合
病
院
（
牛
久
市
）

　

☎
０
２
９-

８
７
３-

３
１
１
１

霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健
診
セ

ン
タ
ー
（
阿
見
町
）

　

☎
０
２
９-

８
８
７-
４
５
６
３

総
合
守
谷
第
一
病
院
（
守
谷
市
）

　

☎
０
２
９
７-

４
５-

５
１
１
１

筑
波
学
園
病
院
（
つ
く
ば
市
）

　

☎
０
２
９-

８
３
６-

１
３
５
５

筑
波
記
念
病
院
《
つ
く
ば
ト
ー
タ
ル

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
》（
つ
く
ば
市
）

　

☎
０
２
９-

８
６
４-

３
５
８
８

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
《
つ
く

ば
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
》（
つ
く
ば
市
）

　

☎
０
２
９-

８
５
６-

３
５
０
０

取
手
協
同
病
院
（
取
手
市
）

　

☎
０
２
９
７-

７
４-

５
５
５
１

守
谷
慶
友
病
院
（
守
谷
市
）

　

☎
０
２
９
７-

４
５-

３
３
１
１

取
手
北
相
馬
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
医

師
会
病
院
（
取
手
市
）

　

☎
０
２
９
７-

７
１-

９
５
０
０

き
ぬ
医
師
会
病
院
（
常
総
市
）

　

☎
０
２
９
７-

２
３-

１
７
７
１

つ
く
ば
白
亜
ク
リ
ニ
ッ
ク（
つ
く
ば
市
）

　

☎
０
２
９-

８
３
７-

０
２
０
８

鳥
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
牛
久
市
）

　

☎
０
２
９-

８
７
４-

８
８
２
３

藤
代
病
院
（
取
手
市
）

　

☎
０
２
９
７-

８
３-

７
１
７
７

龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院
（
龍
ヶ
崎
市
）

　

☎
０
２
９
７-

６
３-

７
１
１
１

　

詳
し
い
検
査
項
目
・
本
人
負
担
額

な
ど
は
、
各
医
療
機
関
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

    　伊奈庁舎国保年金課☎ 58 - 2111 （内線1180 ～ 1187）

「
消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の
元
　
に
ら
め
っ
子｣

　

住
宅
防
火　

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト　

【
実
施
期
間
】
11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

３つの習慣

４つの対策

○寝たばこは絶対やめる。

○ストーブは燃えやすいものか

　ら離れた場所で使用する。

○ガスコンロなどのそばを離れ

　るときは、必ず火を消す。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅

　用火災警報器を設置する。

○寝具や衣類からの火災を防ぐ

　ために、燃えにくい製品を使

　用する。

○火災を小さいうちに消すため

　に、消火器等を設置する。

○高齢者や身体の不自由な人を

　守るために、隣近所の協力体

　制をつくる。

　

平
成
20
年
1
月
〜
12
月
の
市
内
火
災
発
生
状
況

　

大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

不
適
切
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！　

　　つくばみらい消防署
　☎ 58 -0111

問

【
火
災
発
生
件
数
】
25
件

【
種
別
】
建
物
火
災
11
件
、
車
両
火
災
３
件
、
そ
の
他
火
災
11
件

【
出
火
原
因
】
野
焼
き
２
件
、
た
ば
こ
２
件
、
コ
ン
ロ
１
件
、
火
遊
び
１
件
、

　
　
　
　
　
　

ス
ト
ー
ブ
３
件
、
放
火
６
件
、
不
明
・
そ
の
他
10
件

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

●
設
置
が
必
要
と
な
る
場
所

・
寝
室

・
階
段
の
上
部
（
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

消
防
署
の
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

問

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
に
、
疾
病
の
早
期
発
見

や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

人
間
ド
ッ
ク
検
診
の
助
成
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
健
康
指
導
等
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。




